
「
清
浄
」
に
つ
い
て
―
般
若
理
趣
経
を
め
ぐ
る
そ
の
系
譜
―

大
　
西
　
完
　
善

豊
山
学
報
・
第
六
六
号

弘
法
大
師
御
生
誕
千
二
百
五
十
年

記
　
念
　
特
　
別
　
号
　
抜
　
刷

令
和
五
年
三
月
発
行

真
言
宗
豊
山
派
総
合
研
究
院
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「
清
浄
」
に
つ
い
て
―
般
若
理
趣
経
を
め
ぐ
る
そ
の
系
譜
―

大　

西　

完　

善

は
じ
め
に

般
若
理
趣
経
は
、
殊
に
真
言
宗
徒
に
と
っ
て
は
最
も
親
し
い
お
経
で
あ
る
、
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

真
言
宗
で
常
用
し
て
い
る
般
若
理
趣
経
は
、
不
空
訳
の
大
楽
金
剛
不
空
真
実
三
昧
耶
経
で
あ
っ
て
、
最
澄
・
空
海
・
円
仁
・
円

珍
請
来
と
な
っ
て
い
る
（
１
）。

そ
の
内
容
を
概
略
す
れ
ば
、大
楽
清
浄
を
宣
明
す
る
十
七
清
浄
句
に
代
表
さ
れ
る
欲
望
肯
定
と
も
と
れ
る
主
張
で
あ
っ
て
、我
々

が
生
き
ん
と
す
る
意
欲
・
生
命
力
の
根
源
と
も
言
え
る
人
間
本
来
の
様
々
な
欲
望
を
す
べ
て
ま
と
め
て
受
け
容
れ
る
積
極
的
生
き

方
を
肯
定
す
る
も
の
、
と
な
っ
て
い
る
。

一
巻
の
ま
と
め
と
も
言
う
べ
き
百
字
偈
に
、「
大
欲
得
清
浄
、
大
安
楽
富
饒
」
と
あ
り
、
大
欲
が
清
浄
で
あ
る
か
ら
大
安
楽
が

も
た
ら
さ
れ
る
、
と
解
釈
で
き
る
。

因
に
、
大
欲
・
大
楽
と
い
う
言
い
ま
わ
し
は
、
通
常
用
い
て
い
る
欲
・
楽
の
概
念
と
は
異
な
っ
て
い
る
こ
と
を
表
わ
す
表
現
で

あ
ろ
う
。
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つ
ま
り
、
こ
こ
で
と
り
上
げ
る
欲
（
望
）
が
単
な
る
欲
望
、
即
ち
、
通
常
の
仏
教
に
お
い
て
迷
妄
の
原
因
で
も
あ
り
成
道
の
妨

げ
と
し
て
否
定
さ
る
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
る
数
多
の
そ
れ
で
は
な
い
、
と
い
う
意
味
を
含
ん
だ
も
の
か
、
と
解
釈
さ
れ
る
。

大
は
単
な
る
数
量
の
比
較
に
お
け
る
表
現
で
は
な
く
、
価
値
評
価
の
基
準
か
ら
す
る
そ
れ
で
あ
る
、
と
考
え
ら
れ
る
。

十
七
清
浄
句
は
、
我
々
が
日
常
生
活
で
感
受
す
る
様
々
な
欲
望
の
実
態
（
殊
に
、
こ
の
場
合
は
、
男
女
の
性
行
為
に
焦
点
を
合
わ
せ
た
如

き
感
も
強
い
の
で
あ
る
が
）
を
幅
広
く
拾
い
上
げ
て
列
挙
し
て
い
る
格
好
で
あ
る
。

し
て
み
る
と
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
欲
望
を
漏
れ
無
く
す
べ
て
網
羅
し
た
総
体
を
言
い
た
い
の
で
あ
る
、
と
も
解
釈
さ
れ
得
る
が
、

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
が
、
清
浄
と
い
う
価
値
判
断
で
あ
る
。

大
欲
・
大
楽
の
語
は
第
十
七
段
に
至
っ
て
初
め
て
顕
わ
れ
、
百
字
偈
で
あ
ら
た
め
て
宣
明
さ
れ
て
い
る
訳
だ
が
、
い
ず
れ
に
し

て
も
、
大
欲
が
大
楽
を
も
た
ら
す
前
提
条
件
と
し
て
認
め
ら
れ
る
の
は
、
大
欲
が
清
浄
で
あ
る
故
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
は
確
認

せ
ざ
る
を
得
な
い
。

松
長
有
慶
博
士
は
、
大
欲
は
「
現
実
的
な
欲
望
を
浄
化
し
た
仏
の
も
つ
欲
望
（
２
）」
と
解
釈
さ
れ
、
清
浄
に
つ
い
て
は
、「
本
来
空

で
あ
り
、
自
他
の
対
立
を
超
え
た
境
地
（
３
）」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

又
、
津
田
真
一
博
士
の
原
語vißuddhi

（
梵
）
を
挙
げ
て
の
注
釈
に
よ
れ
ば
、
清
浄
に
は
、「
普
段
は
隠
さ
れ
て
い
る
そ
の
も
の

の
本
来
の
す
が
た
、
本
来
の
存
在
意
味
」
と
い
う
意
味
が
あ
る
（
４
）、
と
い
う
。

我
々
が
通
常
慣
れ
親
し
ん
で
い
る
漢
字
の
感
覚
か
ら
す
る
清
浄
の
意
味
は
、
あ
く
ま
で
も
清
く
澄
み
き
っ
た
美
し
い
状
態
、
と

単
純
に
見
過
ご
し
が
ち
で
あ
る
が
、
理
趣
経
に
お
け
る
清
浄
句
の
意
味
か
ら
し
て
、
清
浄
に
つ
い
て
は
、
な
お
一
層
考
察
を
深
め

て
み
る
必
要
も
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

般
若
理
趣
経
が
般
若
波
羅
蜜
多
思
想
の
流
れ
を
汲
ん
で
密
教
思
想
を
加
味
し
た
成
果
で
あ
る
こ
と
は
一
般
に
認
め
ら
れ
て
い
る

と
こ
ろ
、
と
思
う
が
、
原
意
は
さ
て
お
き
、
時
と
処
を
異
に
し
て
伝
播
さ
れ
て
き
た
経
の
趣
意
に
お
い
て
「
清
浄
」
の
語
が
ど
の
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よ
う
に
と
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
か
、
を
迹
づ
け
て
み
る
作
業
も
必
要
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
の
場
合
、
通
常
我
々
が
目
に
し
理
解
す
る
範
囲
に
お
け
る
「
清
浄
」
な
る
語
は
至
極
明
瞭
単
純
で
あ
る
、
と
言
っ
て
さ
し
支

え
な
い
態
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
比
較
検
討
に
お
い
て
は
、
勢
い
ど
う
い
う
も
の
・
ど
う
い
う
状
態
を
清
浄
と
表
現
表
記
し

て
い
る
か
、
に
自
ず
と
焦
点
を
合
わ
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
推
測
さ
れ
る
。

今
、
般
若
理
趣
経
を
中
心
と
し
て
と
り
上
げ
る
に
当
た
っ
て
、
先
ず
は
関
連
経
典
の
整
理
を
し
て
お
き
た
い
。

理
趣
経
の
流
れ
に
連
な
る
も
の
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
梵
本
一
、
チ
ベ
ッ
ト
（
蔵
）
訳
四
、
漢
訳
六
、
の
計
十
一
本
で
あ
る
。

こ
の
中
、
略
本
と
さ
れ
る
理
趣
経
に
対
し
て
広
本
と
さ
れ
る
の
は
、
蔵
訳
三
本
、
漢
訳
一
本
で
あ
る
。

出
入
・
全
欠
は
様
々
で
あ
る
が
、
梵
・
蔵
訳
の
内
容
は
、
い
ず
れ
も
漢
訳
の
内
容
と
し
て
摂
取
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
よ
っ

て
、
こ
こ
で
は
、
主
と
し
て
漢
訳
諸
経
典
の
比
較
な
ど
を
検
討
の
資
料
と
し
て
進
め
た
い
、
と
思
う
。

註（
１
）
密
教
辞
典
（
佐
和
隆
研
）
な
ど

（
２
）
理
趣
経=

新
国
訳
大
蔵
経
・
密
教
部
四　

一
三
一
頁

加
藤
俊
生
氏
も
（
善
通
寺
教
学
振
興
会
紀
要
二
四
号
）「
大
欲
は
自
他
平
等
の
境
地
を
保
っ
て
衆
生
済
度
に
努
め
る
姿
で
あ
り
、
こ
れ
こ
そ
が

釈
尊
が
衆
生
救
済
し
た
発
心
で
あ
る
」（
二
〇
頁
）
と
言
い
「
大
悲
の
根
拠
は
無
自
性
で
あ
り
、
自
他
平
等
は
自
性
清
浄
を
根
拠
と
し
て
い
る
」

（
一
三
頁
）
と
指
摘
し
て
、
自
性
清
浄
が
衆
生
救
済
の
慈
悲
行
を
発
す
る
根
本
条
件
と
な
っ
て
い
る
、
と
解
し
て
お
ら
れ
る
。

（
３
）
上
掲
新
国
訳
大
蔵
経　

一
二
三
頁

（
４
）
梵
文
和
訳
金
剛
頂
経　

三
九
、一
四
一
頁
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理
趣
経
関
連
諸
経　
※
「
密
教
経
典
成
立
史
論
」（
松
長
有
慶
、
一
九
八
～
二
〇
一
頁
）

　
「
新
国
訳
大
蔵
経
密
教
部
四
」（
〃
、
一
〇
五
～
一
〇
七
頁
）

〈
梵
＝
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
〉

１
、「
百
五
十
頌
般
若
波
羅
蜜
」

〈
漢
〉

１
、
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
第
五
七
八
、
第
十
般
若
理
趣
分
（
大
正
新
脩
大
蔵
経=

以
下
正
蔵
と
略=

七
№
二
二
〇
、九
八
六
頁
上
～
九
九
一

頁
中
）

２
、
実
相
般
若
波
羅
蜜
経
一
巻
（
正
蔵
八
№
二
四
〇
、七
七
六
頁
上
～
七
七
八
頁
中
）

３
、
金
剛
頂
瑜
伽
理
趣
般
若
経
一
巻
（
正
蔵
八
№
二
四
一
、七
七
八
頁
中
～
七
八
一
頁
下
）

４
、
大
楽
金
剛
不
空
真
実
三
摩
耶
経
一
巻
（
正
蔵
八
№
二
四
三
、七
八
四
頁
上
～
七
八
六
頁
中
）

５
、
仏
説
徧
照
般
若
波
羅
蜜
経
一
巻
（
正
蔵
八
№
二
四
二
、七
八
一
頁
下
～
七
八
四
頁
上
）

６
、
仏
説
最
上
根
本
大
楽
金
剛
不
空
三
昧
大
教
王
経
七
巻
（
正
蔵
八
№
二
四
四
、七
八
六
頁
中
～
八
二
四
頁
上
）

〈
西
蔵
＝
チ
ベ
ッ
ト
〉

１
、
聖
般
若
波
羅
蜜
多
の
理
趣
百
五
十
頌
（
東
北
四
八
九
）

２
、
吉
祥
最
勝
本
初
（
東
北
四
八
七
）
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３
、
吉
祥
最
勝
本
初
真
言
儀
軌
品
（
東
北
四
八
八
）

４
、
吉
祥
金
剛
場
荘
厳
（
東
北
四
九
〇
）

・
チ
ベ
ッ
ト
訳
２
、３
、４
と
漢
訳
６
は
広
本
で
あ
る
。

・
同
１
は
、
内
容
が
漢
訳
４
に
ほ
ぼ
対
応
す
る
。

・
同
２
は
、
漢
訳
６
の
第
一
分
か
ら
第
十
三
分
に
相
当
す
る
。

・
同
３
は
、
漢
訳
６
の
第
十
四
か
ら
第
二
十
五
分
に
相
当
す
る
。

・
同
４
の
後
半
の
一
部
分
は
、
仏
説
金
剛
場
荘
厳
般
若
波
羅
蜜
多
教
中
一
分=

北
宋
・
施
護
（
Ａ
Ｄ
九
八
〇
～
九
九
〇
）
訳=

（
正

蔵
一
八
№
八
八
六
、五
一
一
頁
中
～
五
一
四
頁
中
）
と
し
て
漢
訳
さ
れ
て
い
る
。

原
始
仏
教
Ⅰ
（
ス
ッ
タ
・
ニ
パ
ー
タ
、
法
句
経
）

一
部
が
紀
元
前
三
世
紀
の
半
ば
に
は
既
に
成
立
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
最
古
の
仏
教
聖
典
で
あ
る
「
ス
ッ
タ
・
ニ
パ
ー
タ
（
１
）」

に
は
「
清
浄
に
つ
い
て
の
八
つ
の
詩
句
」
と
称
す
る
一
章
が
あ
り
（
２
）、「

清
浄
」
が
仏
教
の
そ
も
そ
も
の
始
ま
り
の
段
階
か
ら
そ
の
概

念
に
関
わ
る
重
要
な
術
語
で
あ
っ
た
こ
と
を
伺
わ
せ
る
。

バ
ラ
モ
ン
と
も
呼
ば
れ
る
初
期
の
仏
教
修
行
者
（
３
）は
、
清
ら
か
な
行
い
を
修
め
て
い
る
人
々
で
あ
り
（
４
）、
究
極
し
て
「
最
上
の
清
浄
」

を
見
る
こ
と
を
目
指
し
て
励
ん
で
い
る
の
で
あ
り
（
５
）、
最
上
の
清
浄
即
涅
槃
（
成
道
の
達
成
）
で
あ
る
と
解
さ
れ
て
い
る
（
６
）。

清
ら
か
な
行
い
を
重
ね
て
究
極
の
清
浄
を
得
る
と
は
、
貪
欲
や
迷
妄
を
し
り
ぞ
け
て
心
身
の
清
浄
を
獲
得
す
る
（
７
）こ

と
で
あ
り
、
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欲
望
否
定
の
主
張
は
明
確
で
あ
る
（
８
）。

心
身
の
清
浄
が
究
極
の
目
標
で
あ
る
が
、
清
浄
の
成
否
は
見
解
に
よ
っ
て
い
る
（
９
）と

い
い
、
し
か
も
貪
欲
・
離
欲
に
こ
だ
わ
る
も

の
で
は
な
い

A
C
B

、
と
す
る
と
こ
ろ
に
は
、
後
に
一
切
皆
空
を
主
張
す
る
考
え
に
つ
な
が
る
も
の
を
想
起
さ
せ
る

A
D
B

。

「
ス
ッ
タ
・
ニ
パ
ー
タ
」
と
ほ
ぼ
同
時
代
の
成
立
と
見
ら
れ
る
法
句
経
に
お
い
て
も
、
無
明
は
最
大
の
垢
穢
で
あ
る
と
さ
れ

A
E
B

、

一
切
の
事
象
の
無
常
・
苦
・
無
我
を
観
ず
る
時
苦
を
厭
離
し
て
浄
に
到
り
得
る

A
F
B

、
と
説
い
て
い
る
。

・
清
浄
は
修
行
者
の
目
指
す
究
極
の
目
標
た
る
境
地
で
あ
り
、
貪
欲
や
迷
妄
を
断
ち
切
っ
た
平
静
安
寧
の
様
態
で
あ
る
。

・
究
極
最
上
の
清
浄
を
獲
得
す
る
為
に
は
、
そ
れ
を
目
指
す
道
程
に
お
い
て
も
清
浄
な
心
行
を
積
み
重
ね
て
ゆ
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
後
に
、
手
段
或
い
は
推
進
力
と
し
て
の
五
力
、
そ
の
目
標
・
成
果
と
し
て
の
十
地
、
そ
の
双
方
を
共
に
清
浄
に

か
ら
め
て
表
現
し
て
い
る
の
が
認
め
ら
れ
る

A
G
B

の
と
相
応
じ
て
い
る
。

註（
１
）「
ブ
ッ
ダ
の
こ
と
ば
―
ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ
」
中
村
元
訳　

四
三
五
頁

（
２
）
同　

№
七
八
八
～
七
九
五

（
３
）
同　

三
一
三
頁

（
４
）
同　

№
二
八
三
、四
九
三
、五
六
六
、六
九
六
、七
一
七
等

（
５
）
同　

九
九
～
一
〇
〇
頁
、
№
六
九
三

（
６
）
同　

三
七
二
頁

（
７
）
同　

№
四
九
三
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（
８
）
同　

№
四
三
五

（
９
）
同　

№
七
八
八

（
10
）
同　

№
七
九
五
、八
三
九

（
11
）
同　

三
八
二
頁

（
12
）
南
伝
大
蔵
経=

以
下
南
伝
と
略=

二
三
、
№
二
四
三

（
13
）
同　

№
二
七
七
～
二
七
九

（
14
）
金
剛
場
荘
厳
般
若
波
羅
蜜
多
教
中
一
分
、
正
蔵
一
八　

五
一
二
頁
中
、
五
一
三
頁
中

原
始
仏
教
Ⅱ
（
含
、
大
乗
仏
教
）

三
輪
清
浄
（
布
施
行
に
つ
い
て
（
１
））

「
与
え
る
前
は
こ
こ
ろ
楽
し
く
、
与
え
つ
つ
あ
る
と
き
に
は
心
を
清
浄
な
ら
し
め
、
与
え
お
わ
っ
て
は
、
こ
こ
ろ
喜
ば
し
（
２
）」

「
法
に
か
な
っ
て
得
た
富
を
与
え
つ
つ
、
心
清
浄
な
ら
し
め
る
（
３
）」

「
求
道
者
は
も
の
に
と
ら
わ
れ
て
施
し
を
し
て
は
な
ら
な
い
（
４
）」

施
す
人
・
施
さ
れ
る
人
・
施
さ
れ
る
も
の
、
こ
の
三
つ
が
清
浄
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
。
清
浄
と
は
滞
ら
な
い
と
い

う
こ
と
で
あ
る
、
と
い
う
。

「
能
施
と
所
施
と
施
物
と
は
、
三
世
の
う
ち
に
お
い
て
無
所
得
な
り
。
わ
れ
ら
は
最
勝
の
心
に
安
住
し
、
一
切
十
方
の
こ
こ
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ろ
を
供
養
す
（
５
）」

つ
ま
り
、
一
切
空
と
も
言
う
べ
き
と
ら
わ
れ
の
な
い
心
で
行
わ
れ
る
の
が
真
の
布
施
・
清
浄
な
る
布
施
行
と
い
う
べ
き
も
の
で

あ
る
、
と
い
う
。

更
に
こ
の
こ
と
を
推
し
進
め
れ
ば
、「
一
に
能
く
持
戒
の
衆
生
な
る
こ
と
を
取
ら
ず
（
執
着
し
な
い
）、
二
に
修
行
す
る
所
の
こ
と

に
著
せ
ず
、
三
に
戒
法
に
住
せ
ず
（
６
）」
と
い
う
、
生
活
全
般
に
わ
た
っ
て
の
三
輪
清
浄
観
に
も
達
し
得
る
の
で
あ
る
。

又
、
同
じ
布
施
で
あ
っ
て
も
、
施
与
者
と
受
者
の
関
係
性
に
お
い
て
、
清
浄
と
非
清
浄
の
違
い
が
出
て
く
る
場
合
が
あ
る
、
と

い
う
。

⑴
戒
め
を
た
も
っ
て
い
る
人
が
、た
ち
の
悪
い
人
び
と
に
与
え
る
な
ら
ば
、か
れ
は
正
し
く
施
与
し
て
心
喜
ぶ
―
―
（
施
与
と
い
う
）

行
為
が
広
大
な
果
報
を
生
ず
る
こ
と
を
信
じ
て
い
る
か
ら
。
こ
の
よ
う
な
施
与
は
施
与
者
に
関
し
て
清
浄
と
な
る
。

⑵
た
ち
の
悪
い
人
が
、
戒
め
を
た
も
っ
て
い
る
人
び
と
に
与
え
る
な
ら
ば
、
か
れ
は
不
正
に
施
与
し
て
、
心
が
喜
ば
な
い
。（
施

与
と
い
う
）行
為
が
広
大
な
果
報
を
生
ず
る
こ
と
を
信
じ
て
い
な
い
か
ら
。こ
の
よ
う
な
施
与
は
、受
者
に
関
し
て
清
浄
と
な
る
。

⑶
た
ち
の
悪
い
人
が
、
た
ち
の
悪
い
人
び
と
に
与
え
る
な
ら
ば
、
か
れ
は
不
正
に
施
与
し
て
、
心
が
喜
ば
な
い
―
―
（
施
与
と
い

う
）
行
為
が
広
大
な
果
報
を
生
ず
る
こ
と
を
信
じ
て
い
な
い
か
ら
。
こ
の
よ
う
な
施
与
は
（
施
与
者
と
受
者
と
の
）
両
者
に
関
し

て
清
浄
と
は
な
ら
な
い
。

⑷
戒
め
を
た
も
っ
て
い
る
人
が
、戒
め
を
た
も
っ
て
い
る
人
び
と
に
与
え
る
な
ら
ば
、か
れ
は
正
し
く
施
与
し
て
、心
喜
ぶ
―
―
（
施

与
と
い
う
）
行
為
が
広
大
な
果
報
を
生
ず
る
こ
と
を
信
じ
て
い
る
か
ら
。
こ
の
よ
う
な
施
与
は
広
大
な
果
報
が
あ
る
、
と
わ
れ

は
説
く
。

⑸
貪
欲
を
離
れ
た
人
が
、
貪
欲
を
離
れ
た
人
び
と
に
施
与
す
る
な
ら
ば
、
か
れ
は
正
し
く
施
与
し
て
心
喜
ぶ
―
―
（
施
与
と
い
う
）

行
為
が
広
大
な
果
報
を
生
ず
る
こ
と
を
信
じ
て
い
る
か
ら
。
こ
の
よ
う
な
施
与
は
実
に
広
大
な
財
産
で
あ
る
、
と
わ
れ
は
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「清浄」について（大西）

説
く
（
７
）。

施
与
と
い
う
こ
と
は
推
奨
さ
る
べ
き
徳
行
で
あ
る
。
し
か
し
、
同
じ
施
与
に
も
清
浄
と
非
清
浄
と
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
持

戒
の
人
が
性
悪
の
人
に
与
え
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
施
与
者
に
つ
い
て
清
浄
で
あ
る
。
逆
に
、
性
悪
の
人
が
持
戒
の
人
に
与
え
る
な

ら
ば
、
そ
れ
は
受
者
に
と
っ
て
は
清
浄
で
あ
る
、
と
言
え
る
。
又
、
例
え
ば
、
性
悪
の
人
が
性
悪
の
人
に
与
え
る
場
合
は
ど
う
か

と
言
え
ば
、
そ
の
場
合
は
、
施
者
受
者
双
方
共
清
浄
と
は
言
え
な
い
。

つ
ま
り
、
清
浄
と
非
清
浄
と
は
持
戒
か
破
戒
か
の
違
い
に
よ
る
、
と
言
え
る
。

・
布
施
は
、
と
ら
わ
れ
の
無
い
心
・
無
心
・
無
我
・
無
滞
・
空
の
心
境
で
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
切
の
我
を
捨
て
忘
れ
て
、
十
方
一
切
に
隔
て
な
く
施
す
こ
と
に
よ
っ
て
真
の
布
施
・
清
浄
な
る
布
施
は
成
立
す
る
。

・
戒
の
摂
持
・
不
摂
持
に
よ
っ
て
布
施
の
相
違
が
云
々
さ
れ
る
の
は
、
そ
こ
に
三
輪
に
つ
い
て
の
こ
だ
わ
り
・
滞
り
が
予
想
さ

れ
る
と
こ
ろ
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

註（
１
）「
仏
典
の
こ
と
ば
」
中
村
元　

七
〇
～
七
二
頁

（
２
）
同　

七
〇
頁
（
ア
ン
グ
ッ
タ
ラ
・
ニ
カ
ー
ヤ
三
―三
三
七
Ｇ
）

（
３
）
同　

同
（
同
三
五
四
Ｇ
）

（
４
）
金
剛
般
若
経
（
Ａ
Ｄ
四
Ｃ
頃
）
第
四
節
（
正
蔵
八　

七
五
三
頁
上
）

（
５
）
大
乗
本
生
心
地
観
経
（
唐
・
般
若
訳
、
Ａ
Ｄ
八
一
一
）
第
一
巻
（
同
三　

二
九
六
頁
中
）

（
６
）
大
方
広
仏
華
厳
経
疏
（
澄
観
Ａ
Ｄ
七
八
四
～
七
八
七
）
第
十
九
巻
（
同
三
五　

六
四
二
頁
中
）

（
７
）
前
掲
中
村
書　

五
九
～
六
一
頁
、
マ
ッ
ジ
マ
・
ニ
カ
ー
ヤ
三
―二
五
七
（
南
伝
一
八
、
増
支
部
四
集
三
、
無
戯
論
品
、
一
四
一
～
二
頁



—228—

原
始
仏
教
Ⅲ

・
三
業
清
浄
に
つ
い
て
（
１
）

「
身
に
つ
い
て
は
、
殺
生
・
不
与
取
・
欲
邪
行
・
非
梵
行
を
為
さ
ず
、

語
に
つ
い
て
は
、
虚
誑
語
・
離
間
語
・
麤
悪
語
・
雑
穢
語
を
語
ら
ず
、

意
に
つ
い
て
は
、
正
見
を
持
し
て
、
貪
求
せ
ず
、
瞋
恚
・
惛
沈
睡
眠
・
悼
挙
悪
作
・
疑
惑
を
よ
く
制
御
す
る
を
以
て
、
洗
除

悪
者
と
成
り
得
る
の
で
あ
る
」

・
第
四
禅
の
成
就
に
つ
い
て
（
２
）

「
捨
念
清
浄
の
第
四
禅
は
、
楽
苦
を
捨
離
し
、
喜
悦
・
憂
悩
を
滅
し
て
、
不
苦
・
不
楽
の
受
・
心
の
無
感
興
・
心
一
境
性
等

に
到
達
す
る
こ
と
で
あ
る
」

・
十
法
の
清
浄
潔
白
に
つ
い
て
（
３
）

「
八
正
道
に
正
智
・
正
解
脱
を
加
え
た
十
法
は
清
浄
潔
白
で
あ
る
。
こ
の
境
地
は
、
三
毒
を
調
伏
し
、
一
向
厭
患
・
離
貪
・
滅
尽
・

寂
止
・
現
証
・
等
覚
・
涅
槃
に
資
し
、
未
生
に
し
て
生
じ
、
大
果
・
大
功
徳
あ
り
、
と
し
た
も
の
で
あ
る
」

・
身
口
意
の
三
業
清
浄
に
つ
い
て
は
、
避
邪
取
正
の
選
択
・
自
己
制
御
の
尽
力
が
求
め
ら
れ
る
。

・
第
四
禅
の
境
地
は
、
捨
念
清
浄
と
呼
ば
れ
る
如
く
、
楽
・
苦
・
喜
・
憂
を
捨
滅
し
た
無
感
興
と
も
言
う
べ
き
心
一
境
性
に
到
っ

た
も
の
で
あ
る
。
澄
明
・
中
立
・
無
礙
の
虚
空
と
で
も
言
う
べ
き
状
態
か
。

・
十
法
の
価
値
は
、
調
伏
三
毒
・
一
向
涅
槃
の
働
き
を
有
す
る
と
こ
ろ
に
あ
り
、
未
生
に
し
て
生
じ
、
自
ず
と
大
果
大
功
徳
を

も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
。
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「清浄」について（大西）

註（
１
）
増
支
部
一
・
三
集
第
二
悪
趣
品
（
南
伝
一
七　

四
四
七
～
四
五
〇
頁
）

（
２
）・
中
部
・
不
断
経
（
南
伝
一
一
下　

三
頁
）

・
増
支
部
五
・
八
集
第
二
大
品
十
一
鞞
蘭
若
（
南
伝
二
一　

三
七
頁
）

（
３
）
増
支
部
七
・
五
十
経
第
十
三
清
浄
品
（
南
伝
二
二
下　

一
六
七
～
八
頁
）

大
乗
仏
教
Ⅰ

「
涅
槃
は
清
浄
」
に
つ
い
て
（
大
般
涅
槃
経
、
勝
鬘
経
）

大
楽
は
理
趣
経
で
も
言
及
さ
れ
て
お
り
、
成
道
（
涅
槃
）
の
一
風
光
で
あ
る
、
と
解
さ
れ
る
が
、
涅
槃
経
に
お
い
て
は
、
大
楽
あ
る
が

故
に
大
涅
槃
あ
り
、
と
し
て
、
大
楽
の
四
条
件
、
一
、
諸
楽
を
断
つ
、
二
、
大
寂
静
、
三
、一
切
智
、
四
、
身
不
壊
、
を
挙
げ
て
い
る
（
１
）。

又
、
如
来
は
純
浄
で
あ
り
大
浄
で
あ
る
か
ら
大
涅
槃
あ
り
と
せ
ら
れ
る
、
と
い
い
、
一
、
永
断
二
十
五
有
不
浄
、
二
、
業
清
浄
、

三
、
身
清
浄
、
四
、
心
清
浄
、
の
四
清
浄
（
＝
純
浄
・
大
浄
）
を
挙
げ
て
い
る
（
２
）。

つ
ま
り
、
成
道
（
成
菩
提
）
の
一
成
果
と
し
て
の
大
楽
に
は
、
清
浄
と
い
う
状
態
は
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
前
提
条
件
で
あ
る
、
と
い

う
こ
と
を
力
説
し
て
い
る
が
如
く
で
あ
る
。

な
お
、
断
諸
楽
に
注
し
て
、
無
苦
無
楽
と
し
て
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
み
れ
ば
、
楽
と
か
苦
と
か
主
観
的
価
値
判
断
を
超
越
し
た
境
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地
を
指
し
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
大
寂
静
に
注
し
て
、
遠
離
一
切
憒
閙
法
と
し
て
い
る
の
も
同
様
で
（
３
）、

徒
に
心
乱
さ
れ
ぬ
状
態
を

理
想
と
し
た
も
の
が
清
浄
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
表
わ
し
て
い
る
、
と
み
ら
れ
る
。

又
、
勝
鬘
経
に
お
い
て
も
、
如
来
蔵
を
自
性
清
浄
蔵
と
い
い
（
４
）、
如
来
の
み
の
仏
果
と
し
て
の
槃
涅
槃
を
、
一
切
の
断
ず
べ
き
過

を
悉
く
断
滅
し
て
第
一
清
浄
を
成
就
せ
る
も
の
（
５
）、
と
表
現
し
て
い
る
。

・
清
浄
は
涅
槃
の
風
光
を
描
写
し
た
も
の
だ
が
、
我
々
が
通
常
理
解
す
る
感
覚
的
印
象
は
勿
論
当
た
っ
て
い
る
に
し
て
も
、
も

う
一
歩
踏
み
込
ん
で
、
心
の
状
態
と
も
い
う
べ
き
全
人
格
の
行
動
規
範
と
し
て
働
く
心
理
状
態
の
領
域
を
も
網
羅
し
た
も
の

に
も
な
っ
て
い
る
、
と
感
じ
ら
れ
る
。

註（
１
）
大
般
涅
槃
経
（
Ａ
Ｄ
四
二
一
曇
無
讖
訳
）
巻
第
二
十
三
、
光
明
遍
照
高
貴
徳
王
菩
薩
品
第
十
之
三
（
正
蔵
一
二　

五
〇
三
頁
上
～
中
）

（
２
）
同
、
五
〇
三
頁
下

（
３
）
同
、
五
〇
三
頁
中

（
４
）
勝
鬘
獅
子
吼
一
乗
大
方
便
方
広
経
（
Ａ
Ｄ
四
三
六
漢
訳
）
自
性
清
浄
章
第
十
三
（
正
蔵
一
二　

二
二
二
頁
中
）

（
５
）
同
、
一
乗
章
第
五　

二
一
九
頁
下

大
乗
仏
教
Ⅱ

六
根
清
浄
（
妙
法
蓮
華
経
・
法
師
功
徳
品
第
十
九
）
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「清浄」について（大西）

法
師
功
徳
品
に
お
い
て
は
、
法
華
経
受
持
・
読
誦
・
解
説
・
書
写
の
功
徳
と
し
て
六
根
の
清
浄
を
獲
得
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
に

お
い
て
超
能
力
と
も
言
う
べ
き
極
限
的
能
力
を
獲
得
し
、
理
想
的
な
境
地
に
生
き
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
、
こ
と
を
説
い
て
い
る
（
１
）。

清
浄
は
、
生
得
の
能
力
を
極
限
ま
で
発
揮
し
て
理
想
の
生
を
全
う
す
る
根
本
条
件
と
し
て
認
識
さ
れ
る
も
の
、
と
言
え
る
で
あ

ろ
う
か
。

註（
１
）（
Ａ
Ｄ
一
ｃ
半
～
二
ｃ
半
）
正
蔵
九　

四
七
頁
下
～
五
〇
頁
中

大
乗
仏
教
Ⅲ

清
浄
の
菩
薩
と
い
う
こ
と
（
大
智
度
論
）

「
衆
生
を
憐
愍
し
、
世
界
を
護
持
し
、
菩
薩
の
（
特
別
の
）
法
な
し
と
い
え
ど
も
、
つ
ね
に
世
法
を
行
ず
。
こ
の
因
縁
を
以
て

の
ゆ
え
に
、
皆
な
菩
薩
に
基
づ
き
て
あ
る
な
り
。

問
う
て
曰
く
、
菩
薩
は
清
浄
に
し
て
、
大
慈
悲
を
行
ず
。（
し
か
る
に
）
い
か
に
し
て
世
俗
の
も
ろ
も
ろ
の
雑
法
を
説
く
や
。

答
え
て
曰
く
、
二
種
の
菩
薩
あ
り
。
一
つ
は
慈
悲
を
行
じ
て
直
ち
に
菩
薩
道
に
入
り
、（
第
）
二
は
敗
壊
の
菩
薩
に
し
て
、
ま

た
（
慈
）
悲
心
あ
り
。
治
む
る
に
国
法
を
以
て
し
、利
を
貪
る
と
こ
ろ
な
し
。（
ひ
と
を
）
悩
ま
す
と
こ
ろ
あ
り
と
い
え
ど
も
、（
そ
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れ
に
よ
っ
て
）
安
ん
ず
る
と
こ
ろ
の
者
も
多
し
。
一
の
悪
人
を
治
（
罰
）
し
て
、（
そ
の
職
務
に
よ
り
）
以
て
一
家
を
成
す
。
か
く

の
ご
と
く
に
法
を
立
つ
る
人
を
、
名
づ
け
て
清
浄
の
菩
薩
と
は
な
さ
ず
と
い
え
ど
も
、
敗
壊
の
菩
薩
と
名
づ
く
る
こ
と
を
得
。

こ
の
因
縁
（
わ
け
）
を
以
て
の
ゆ
え
に
、
み
な
菩
薩
に
由
っ
て
あ
る
な
り
（
１
）」

菩
薩
と
呼
ば
れ
る
者
は
通
常
清
浄
な
者
で
あ
る
。

何
と
な
れ
ば
、
菩
薩
は
大
慈
悲
を
行
ず
る
か
ら
で
あ
る
。
一
方
、
清
浄
な
ら
ざ
る
菩
薩
も
あ
る
。
そ
れ
は
敗
壊
の
菩
薩
と
も
呼

ば
れ
る
。
そ
の
違
い
は
ど
こ
に
あ
る
か
と
い
え
ば
、清
浄
の
菩
薩
は
直
接
衆
生
の
救
済
・
福
利
増
進
に
資
す
る
と
こ
ろ
あ
る
に
対
し
、

敗
壊
の
菩
薩
は
、
同
じ
く
衆
生
を
利
し
保
護
す
る
と
こ
ろ
あ
る
に
し
て
も
、
罰
則
等
の
国
法
な
ど
を
介
し
て
の
間
接
的
な
働
き
か

け
に
よ
っ
て
で
あ
る
、
と
見
ら
れ
る
。

・
清
浄
と
敗
壊
の
違
い
と
言
え
ば
、
清
浄
と
は
、
純
粋
な
慈
悲
心
の
自
ら
な
る
発
動
の
結
果
と
し
て
の
行
動
で
あ
る
の
に
対
し
、

敗
壊
と
称
せ
ら
れ
る
そ
れ
は
、
目
的
の
達
成
は
同
様
で
あ
る
に
し
て
も
、
大
衆
の
従
わ
ざ
る
を
得
な
い
国
法
等
の
規
制
・
規

範
等
を
手
段
と
し
て
そ
れ
を
遂
げ
よ
う
と
す
る
間
接
性
に
よ
る
も
の
か
、
と
思
わ
れ
る
。

註（
１
）
大
智
度
論
（
鳩
摩
羅
什
Ａ
Ｄ
三
五
〇
～
四
〇
九
訳
）
第
三
六
巻
、
釈
習
相
応
品
第
三
之
余
、
正
蔵
二
五　

三
二
三
頁
下

「
仏
典
の
こ
と
ば
」
中
村
元　

一
八
〇
～
一
八
一
頁

般
若
経
類
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理
趣
経
の
流
れ
を
先
導
す
る
般
若
思
想
の
渕
源
を
成
す
大
般
若
経
に
先
行
す
る
か
と
思
わ
れ
る
般
若
経
典
類
の
中
に
も
、
項
目

を
た
て
て
清
浄
を
と
り
上
げ
た
も
の
が
散
見
さ
れ
る
。

例
え
ば
、
道
行
般
若
経
巻
第
三
、
清
浄
品
第
六
、
で
は
、

「
心
は
本
清
浄
に
し
て
能
く
所
作
有
る
べ
し
、
善
男
子
善
女
人
、
諸
著
を
離
る
る
を
以
て
本
際
を
棄
つ
る
と
為
す
。
…
…
其

本
は
甚
深
清
浄
な
り
…
…
今
自
ず
と
般
若
波
羅
蜜
に
帰
す
。
…
…
法
は
作
者
無
き
が
故
に
…
…
無
有
の
両
法
、
用
の
本
浄
な

る
故
に
一
と
為
す
と
曰
う
。
其
の
浄
と
は
一
切
に
於
て
作
者
乃
至
無
浄
有
る
こ
と
無
し
。
一
切
に
於
て
亦
作
者
無
け
れ
ば
、

仏
須
菩
提
に
語
る
。
是
を
以
て
諸
著
を
離
れ
本
際
を
棄
つ
る
こ
と
を
為
す
、
と
（
１
）」

又
、
仏
母
出
生
三
法
蔵
般
若
波
羅
蜜
多
経
巻
第
八
、
清
浄
品
第
八
之
一
で
は
、

「
般
若
波
羅
蜜
多
最
上
甚
深
な
る
は
性
清
浄
な
る
が
故
に
、
般
若
波
羅
蜜
多
の
…
…
無
和
合
…
…
無
所
得
…
…
無
所
証
…
…

不
生
欲
界
色
界
無
色
界
…
…
畢
竟
不
滅
…
…
無
所
了
知
な
る
は
性
清
浄
な
る
が
故
に
。
…
…
般
若
波
羅
蜜
多
の
色
を
知
ら

ず
受
想
行
識
を
知
ら
ざ
る
は
、
色
受
想
行
識
の
性
清
浄
な
る
が
故
に
、
…
…
般
若
波
羅
蜜
多
の
一
切
智
に
お
い
て
無
起
無

作
な
る
は
、
性
清
浄
な
る
が
故
に
、
般
若
波
羅
蜜
多
の
無
法
に
し
て
取
る
べ
く
無
法
に
し
て
捨
つ
べ
き
は
性
清
浄
な
る
が

故
に
。
…
…
我
清
浄
な
る
が
故
に
色
清
浄
な
る
は
、
畢
竟
浄
な
る
が
故
に
、
…
…
我
清
浄
な
る
が
故
に
果
清
浄
な
る
は
畢

竟
浄
な
る
が
故
に
、
…
…
我
無
辺
な
る
が
故
に
色
亦
無
辺
な
る
は
畢
竟
浄
な
る
が
故
に
、
…
…
菩
薩
摩
訶
薩
は
般
若
波
羅

蜜
多
に
お
い
て
覚
了
す
る
所
無
し
。
…
…
般
若
波
羅
蜜
多
の
此
岸
に
も
彼
岸
に
も
中
流
に
も
非
ず
し
て
所
住
無
き
は
畢
竟

浄
な
る
が
故
に
（
２
）」

・
般
若
波
羅
蜜
多
は
、
対
象
を
正
確
に
覚
知
了
解
し
て
自
己
の
覚
醒
を
促
す
が
た
め
の
一
つ
の
手
段
と
も
い
う
べ
き
叡
智
で

あ
ろ
う
。

そ
れ
は
、
強
い
て
言
え
ば
、
或
種
の
技
巧
・
技
術
を
含
ん
だ
能
力
と
で
も
言
う
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
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従
っ
て
、
そ
れ
自
体
を
表
現
す
る
と
す
れ
ば
、
無
色
透
明
で
あ
ら
ゆ
る
場
面
・
あ
ら
ゆ
る
物
体
に
対
し
て
誤
り
な
く
充

分
機
能
す
る
能
力
を
備
え
て
い
る
も
の
、
中
立
・
無
規
定
の
空
な
る
も
の
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

そ
れ
が
自
性
清
浄
・
本
性
清
浄
と
い
う
表
現
で
示
さ
れ
て
い
る
意
義
で
あ
る
、
と
解
さ
れ
る
。

註（
１
）（
後
漢
、
支
婁
迦
讖
訳
Ａ
Ｄ
一
七
九
）
正
蔵
八　

四
四
二
頁
下

（
２
）（
宋
、
施
護
訳
Ａ
Ｄ
九
八
五
）
正
蔵
八　

六
一
六
頁
中
～
下

大
般
若
経
（
１
）

・「
世
尊
は
、
諸
菩
薩
の
為
に
一
切
法
甚
深
微
妙
般
若
理
趣
清
浄
法
門
を
説
く
。
…
…
此
の
法
門
は
即
ち
菩
薩
を
意
味
す
る
言
葉

で
あ
る
。
…
…
何
と
な
れ
ば
、一
切
法
は
自
性
空
で
あ
る
か
ら
自
性
は
遠
離
し
て
お
り
、遠
離
し
て
い
る
が
故
に
寂
静
で
あ
り
、

寂
静
で
あ
る
か
ら
自
性
清
浄
で
あ
り
、
清
浄
で
あ
る
が
故
に
甚
深
般
若
波
羅
蜜
多
は
最
勝
清
浄
な
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な

般
若
波
羅
蜜
多
こ
そ
菩
薩
を
意
味
す
る
言
葉
そ
の
も
の
で
あ
る
と
知
る
べ
き
で
あ
る
（
１
）」

・「
仏
は
、
是
の
如
く
の
菩
薩
を
意
味
す
る
言
葉
、
即
ち
般
若
理
趣
清
浄
の
法
を
説
い
て
、
金
剛
手
菩
薩
等
に
告
げ
て
、
若
し
此

の
一
切
法
甚
深
微
妙
般
若
理
趣
清
浄
法
門
を
深
く
信
受
す
る
者
は
、
必
ず
妙
菩
提
座
に
坐
す
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
、
と
言

わ
れ
た
（
２
）」

・「
世
尊
は
復
た
、
遍
照
如
来
の
相
に
依
っ
て
諸
尊
の
為
に
般
若
波
羅
蜜
多
一
切
如
来
寂
静
法
性
甚
深
理
趣
現
等
覚
門
を
説
か
れ
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た
。
…
…
法
平
等
性
現
等
覚
門
と
は
、
大
菩
提
の
自
性
浄
な
る
を
以
て
、
一
切
法
平
等
性
現
等
覚
門
と
は
、
大
菩
提
が
一
切

法
に
お
い
て
無
分
別
な
る
を
以
て
、
仏
は
か
く
の
如
く
の
寂
静
法
性
般
若
理
趣
現
等
覚
を
説
か
れ
た
の
で
あ
る
（
３
）」

・
一
切
法
は
自
性
空
で
あ
る
か
ら
自
性
は
遠
離
し
て
お
り
、
遠
離
し
て
い
る
か
ら
寂
静
で
あ
っ
て
、
寂
静
で
あ
る
か
ら
自
性
清

浄
な
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
般
若
波
羅
蜜
多
最
勝
清
浄
を
可
な
ら
し
め
、
こ
の
よ
う
な
般
若
波
羅
蜜
多
こ
そ
が
菩
薩
そ
の
も
の

と
言
え
る
の
で
あ
る
。

・
言
い
換
え
れ
ば
、
こ
の
理
を
深
く
信
受
す
る
者
こ
そ
が
必
ず
菩
提
座
に
坐
し
得
る
菩
薩
と
言
え
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

・
大
菩
提
の
自
性
清
浄
な
る
は
、
そ
の
ま
ま
一
切
法
の
平
等
・
無
分
別
を
表
し
て
い
る
。

註（
１
）
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
・
第
五
七
八
・
第
十
般
若
理
趣
分
、
正
蔵
七　

九
八
六
頁
中
～
九
八
七
頁
中

（
２
）
同　

九
八
七
頁
中

（
３
）
同　

中
～
下

実
相
般
若
経
（
２
）

・「
仏
の
説
法
は
、
初
中
後
善
に
し
て
、
其
義
深
遠
・
其
語
巧
妙
・
純
一
無
雑
清
浄
円
満
で
あ
る
（
１
）」

・「
大
菩
提
は
自
性
清
浄
で
あ
る
か
ら
、
一
切
平
等
に
正
覚
を
成
ず
る
の
で
あ
る
（
２
）」

・「
一
切
法
の
自
性
は
清
浄
で
あ
る
か
ら
、
般
若
波
羅
蜜
多
は
清
浄
な
の
で
あ
る
（
３
）」
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・「
般
若
波
羅
蜜
は
究
竟
の
方
便
智
で
あ
っ
て
、
能
く
清
浄
の
業
を
成
す
。
普
く
諸
有
を
浄
め
、
諸
世
間
を
調
伏
し
、
有
頂
天
に

至
る
ま
で
、
清
浄
で
違
暴
無
く
、
生
死
の
世
に
於
て
世
法
に
染
せ
ら
れ
ず
、
蓮
華
の
妙
色
の
如
く
塵
垢
に
汚
さ
れ
ず
、
大
欲

も
て
人
を
清
浄
な
ら
し
め
、
大
施
も
て
人
を
安
楽
な
ら
し
む
（
４
）」

・「
世
尊
は
、
一
切
如
来
の
自
性
清
浄
相
を
以
て
、
諸
菩
薩
の
為
に
一
切
法
平
等
性
の
観
自
在
智
印
実
相
般
若
波
羅
蜜
法
門
を

説
く
（
５
）」

・「
一
切
世
間
の
貪
性
・
瞋
性
が
清
浄
で
あ
る
か
ら
、
一
切
世
間
の
垢
性
・
罪
性
も
清
浄
で
あ
り
、
更
に
一
切
世
間
の
法
性
・
衆

生
性
が
清
浄
で
あ
る
か
ら
、
一
切
世
間
の
智
性
が
清
浄
で
あ
り
、
即
ち
般
若
波
羅
蜜
が
清
浄
と
い
う
こ
と
に
な
る
（
６
）」

・
一
切
法
の
自
性
清
浄
が
般
若
波
羅
蜜
多
清
浄
の
根
本
で
あ
る
。

・
般
若
波
羅
蜜
多
は
、
一
切
世
間
の
垢
穢
・
罪
障
も
法
性
・
衆
生
性
・
智
性
と
同
じ
く
清
浄
で
あ
る
と
い
う
平
等
性
に
お
い
て
、

如
来
の
智
慧
た
り
得
る
の
で
あ
る
。

・
自
性
清
浄
と
い
う
平
等
性
が
成
覚
の
基
本
要
件
と
な
っ
て
い
る
。

註（
１
）
実
相
般
若
波
羅
蜜
経
、
正
蔵
八　

七
七
六
頁
上

（
２
）
同
中

（
３
）
同

（
４
）
同　

七
七
八
頁
上

（
５
）
同　

七
七
六
頁
下

（
６
）
同
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瑜
伽
理
趣
（
３
）

・「
世
尊
は
、
諸
菩
薩
の
為
に
一
切
法
自
性
清
浄
般
若
波
羅
蜜
多
理
趣
法
門
を
説
く
。
此
門
は
即
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
境
地
が
清
浄

で
あ
る
こ
と
を
言
い
、
そ
れ
は
そ
の
ま
ま
菩
薩
を
意
味
す
る
言
葉
と
も
な
る
（
１
）」
と
い
う
。

・「
世
尊
は
、
一
切
如
来
自
性
清
浄
相
に
よ
り
、
諸
菩
薩
の
為
に
、
一
切
法
平
等
性
観
自
在
智
印
般
若
波
羅
蜜
多
理
趣
法
門
を
説
く
（
２
）」

・「
一
切
貪
性
・
瞋
性
・
垢
性
・
罪
性
・
法
性
・
有
情
性
・
智
性
が
清
浄
な
る
が
故
に
般
若
波
羅
蜜
多
は
最
勝
清
浄
で
あ
り
、
仏

は
、
か
く
の
如
く
の
平
等
智
印
般
若
理
趣
の
清
浄
法
を
説
く
（
３
）」

・
一
切
法
清
浄
の
覚
知
は
菩
薩
た
る
の
必
須
条
件
で
あ
り
、
そ
の
平
等
性
に
よ
り
般
若
波
羅
蜜
多
理
趣
法
門
と
も
称
さ
れ
る
の

で
あ
る
。

註（
１
）
正
蔵
八　

七
七
八
頁
下

（
２
）
同　

七
七
九
頁
中

（
３
）
同

般
若
理
趣
経
（
４
）

「
毘
盧
遮
那
如
来
は
、
大
菩
提
が
自
性
清
浄
で
あ
る
か
ら
、
法
平
等
の
現
等
覚
を
出
生
す
る
般
若
の
教
え
を
説
く
（
１
）」
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「
自
性
清
浄
の
法
性
を
得
た
如
来
は
、
ま
た
、
一
切
法
の
平
等
を
観
ず
る
こ
と
自
在
な
る
智
慧
の
し
る
し
を
生
み
出
す
般
若
の

教
え
を
説
く
。

そ
れ
は
、
世
間
一
切
の
欲
・
一
切
の
瞋
・
世
間
一
切
の
垢
・
一
切
の
罪
・
世
間
一
切
の
法
・
一
切
有
情
・
世
間
一
切
の
智
智
が

清
浄
で
あ
る
か
ら
般
若
の
智
慧
は
清
浄
な
の
で
あ
る
（
２
）」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

・
大
菩
提
即
般
若
波
羅
蜜
多
と
解
さ
れ
る
が
、
そ
の
自
性
は
清
浄
で
あ
る
。

清
浄
な
る
実
態
は
ど
う
い
う
も
の
で
あ
る
か
と
い
え
ば
、寂
静
で
も
あ
り
、何
よ
り
も
平
等
で
あ
る
こ
と
を
特
徴
と
し
て
い
る
。

平
等
と
は
、
世
間
一
切
の
欲
・
世
間
一
切
の
垢
染
も
、
一
切
法
も
一
切
有
情
も
一
切
智
智
も
皆
等
価
値
を
以
て
存
在
し
て
い
る
、

と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

一
切
清
浄
の
確
認
こ
そ
が
成
菩
提
の
必
須
要
件
で
あ
る
、
と
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

註（
１
）
正
蔵
八　

七
八
四
頁
中
～
下

（
２
）
同
下

遍
照
般
若
（
５
）

・「
世
尊
は
欲
界
の
他
化
自
在
天
宮
に
在
し
て
、
菩
薩
摩
訶
薩
の
為
に
、
其
義
深
遠
・
其
語
巧
妙
・
純
一
無
雑
に
し
て
清
白
を
具

足
せ
る
菩
薩
一
切
清
浄
の
法
門
を
説
き
給
う
。
そ
れ
ぞ
れ
の
境
地
は
皆
清
浄
で
あ
っ
て
菩
薩
に
異
ら
ず
、
一
切
法
自
性
空
自
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性
清
浄
と
言
え
る
の
は
、
般
若
波
羅
蜜
も
自
性
空
自
性
清
浄
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
（
１
）」

・「
仏
、
金
剛
手
菩
薩
に
告
ぐ
、
若
人
此
の
般
若
波
羅
蜜
を
聴
聞
受
持
読
誦
懐
念
せ
ば
、
当
に
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
を
証
し
て
、

説
く
所
の
一
切
法
門
は
秘
密
吽
字
義
門
に
入
り
、
そ
の
時
、
自
性
清
浄
如
来
は
、
復
た
一
切
法
聚
観
自
在
智
印
般
若
波
羅
蜜

経
を
説
く
。
即
ち
、
世
間
一
切
の
貪
・
瞋
・
垢
・
罪
・
衆
生
・
法
・
智
・
す
べ
て
清
浄
な
る
を
以
て
、
般
若
波
羅
蜜
清
浄
と

い
う
の
で
あ
る
（
２
）」

・「
一
切
法
戯
論
如
来
が
転
輪
字
般
若
波
羅
蜜
経
を
説
く
と
は
、
一
切
法
は
無
性
・
無
相
・
無
作
・
無
願
の
故
に
一
切
法
本
来
清

浄
で
あ
っ
て
、
般
若
波
羅
蜜
は
清
浄
な
の
で
あ
る
（
３
）」

・
一
切
法
自
性
清
浄
は
菩
薩
の
境
地
で
あ
り
、
即
ち
自
性
空
・
般
若
波
羅
蜜
清
浄
と
も
通
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

・
無
性
・
無
相
・
無
作
・
無
願
・
即
ち
一
切
無
の
境
地
が
一
切
法
清
浄
に
通
じ
て
い
る
、
よ
う
で
あ
る
。

註（
１
）
正
蔵
八　

七
八
一
頁
下
～
七
八
二
頁
上

（
２
）
同　

七
八
二
頁
中

（
３
）
同　

七
八
二
頁
下

最
上
根
本
大
楽
（
６
）

・「
世
尊
大
毘
盧
遮
那
仏
は
、
他
化
自
在
天
宮
に
在
し
て
、
金
剛
手
菩
薩
摩
訶
薩
等
諸
大
菩
薩
等
の
為
に
一
切
清
浄
の
法
門
を
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説
き
給
う
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
覚
り
の
境
地
を
表
わ
し
た
も
の
で
、
諸
法
の
自
性
が
清
浄
で
あ
る
こ
と
の
証
明
と
も
い
う

べ
き
で
あ
り
、
諸
法
の
自
性
が
清
浄
で
あ
る
こ
と
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
般
若
波
羅
蜜
多
も
清
浄
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と

で
あ
る
（
１
）」

・「
釈
迦
牟
尼
仏
は
一
切
法
平
等
最
勝
摂
般
若
波
羅
蜜
多
法
門
を
説
き
給
う
。
即
ち
、
貪
・
瞋
・
痴
・
諸
法
皆
無
性
な
る
を
以
て
、

般
若
波
羅
蜜
多
も
無
性
な
の
で
あ
る
（
２
）」

・
般
若
波
羅
蜜
多
の
了
得
が
成
覚
の
必
須
条
件
と
す
る
な
ら
ば
、
諸
法
の
無
性
即
ち
諸
法
の
清
浄
を
覚
知
す
る
こ
と
が
そ
の
必

須
階
梯
と
な
る
。

註（
１
）
巻
第
一
、
正
蔵
八　

七
八
六
頁
下

（
２
）
巻
第
二
、
同　

七
九
〇
頁
中

チ
ベ
ッ
ト
訳

チ
ベ
ッ
ト
訳
「
吉
祥
金
剛
場
荘
厳
」
に
よ
れ
ば
、「
無
苦
楽
・
捨
悦
悩
意
・
住
一
境
性
・
無
尋
・
無
伺
の
心
境
に
お
い
て
定
ん

で
喜
楽
を
生
じ
得
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
こ
そ
が
内
心
清
浄
に
止
息
す
る
こ
と
で
あ
る
（
１
）」

と
し
て
い
る
。

又
、
菩
薩
の
極
地
た
る
十
地
を
挙
げ
、

「
如
レ
是
十
地
即
一
切
地
而
同
一
義
。所
謂
智
義
。即
此
智
義
亦
無
二
所
有
一
。無
相
無
文
字
無
声
無
名
。不
レ
可
二
記
別
一
本
来
清
浄
。

（
43
）	（
44
）（
45
）	（
46
）（
47
）（
48
）	

（
49
）（
49
）
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現
二
無
垢
光
一
住
二
真
実
義
一
。
此
名
二
地
清
浄
般
若
波
羅
蜜
多
教
一
」
と
い
い
（
２
）、

信
力
・
精
神
力
・
念
力
・
定
力
・
慧
力
の
五
力
に
つ
い
て
は
、

「
如
レ
是
五
力
。
即
一
切
法
平
等
行
。
於
下
一
切
力
悉
離
二
戯
論
一
本
来
清
浄
上
。
此
名
二
力
増
般
若
波
羅
蜜
多
教
一
」
と
し
（
３
）、
い
ず

れ
も
区
別
限
定
を
す
る
類
の
戯
論
を
離
れ
て
、無
垢
光
の
真
実
義
た
る
清
浄
に
こ
そ
そ
の
根
拠
を
置
い
て
い
る
の
で
あ
る
、と
い
っ

て
い
る
。

註（
１
）
仏
説
金
剛
場
荘
厳
般
若
波
羅
蜜
多
教
中
一
分
、
正
蔵
一
八　

五
一
三
頁
上

（
２
）
同　

五
一
三
頁
中

（
３
）
同　

五
一
二
頁
中

密
教
Ⅰ　

大
日
経

・「
真
言
を
持
す
る
行
者
は
、
次
に
悲
念
の
心
を
発
し
…
…
菩
提
心
の
清
浄
に
し
て
無
我
に
中
る
を
思
惟
し
、
或
い
は
夢
中
に
菩

薩
の
大
名
称
を
見
る
（
１
）」

・「
世
尊
は
、
復
た
諸
の
大
衆
会
に
向
い
、
一
切
の
願
を
満
足
せ
し
め
ん
と
し
て
、
復
た
三
世
無
量
門
決
定
智
円
満
の
法
句
を
説

か
れ
た
。

虚
空
は
垢
無
く
自
性
無
く
能
く
諸
の
功
智
を
授
く
。
本
よ
り
自
性
は
常
に
空
な
る
が
故
に
、
縁
起
は
甚
だ
深
く
し
て
見
る
可
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き
こ
と
難
し
。
…
…
譬
え
ば
一
切
の
空
寂
に
趣
く
が
如
く
、
皆
虚
空
に
依
り
著
無
く
し
て
行
う
。
此
の
清
浄
の
法
も
亦
是
の

如
く
、
三
有
余
す
こ
と
無
く
し
て
清
浄
を
生
ず
。
昔
の
勝
生
此
を
厳
修
す
る
故
に
、
一
切
如
来
の
行
有
る
こ
と
を
得
。
他
に

非
ざ
る
の
句
有
り
て
得
べ
き
こ
と
難
し
。
世
の
遍
明
を
作
す
こ
と
世
尊
の
如
し
。
清
浄
を
極
め
た
る
修
行
法
を
説
き
、
深
広

尽
く
る
無
く
分
別
を
離
る
（
２
）」

・「
本
尊
の
身
に
亦
二
種
有
り
。
所
謂
清
浄
と
非
清
浄
な
り
。
彼
の
浄
身
を
証
す
と
は
、
一
切
の
相
を
離
る
る
な
り
。
非
浄
有
想

之
身
は
則
ち
顕
形
衆
色
有
り
。
彼
の
二
種
の
尊
形
は
、
二
種
の
事
を
成
就
す
。
有
想
の
故
に
有
相
の
悉
地
を
成
就
し
、
無
想

の
故
に
随
っ
て
無
相
の
悉
地
を
生
ず
。

仏
有
想
を
説
く
が
故
に
楽
欲
は
有
相
と
成
り
、
無
想
に
住
す
る
を
以
て
無
相
の
悉
地
を
獲
。
是
の
故
に
一
切
種
当
に
非
想
に

住
す
べ
し
（
３
）」

・
一
切
の
諸
願
を
満
足
せ
し
む
る
法
と
は
、
虚
空
の
如
く
無
著
・
不
偏
・
空
寂
の
境
地
よ
り
出
づ
べ
き
で
あ
り
、
そ
れ
を
し
も

清
浄
と
表
す
の
で
あ
る
。

・
説
法
主
た
る
清
浄
な
る
本
尊
身
の
有
り
様
は
、
有
無
の
弁
別
を
離
れ
た
非
想
の
境
地
に
こ
そ
あ
る
べ
き
で
あ
る
。　

・
真
言
行
者
が
菩
薩
道
を
歩
む
と
は
、
他
を
思
い
や
る
悲
念
と
共
に
、
判
断
を
誤
ら
ぬ
無
我
な
る
清
浄
に
思
い
を
至
さ
ね
ば
な

ら
ぬ
。

註（
１
）
大
毘
盧
遮
那
成
仏
神
変
加
持
経
（
唐
、
善
無
畏
・
一
行
訳
、
Ａ
Ｄ
七
二
四
）
巻
第
一
、
正
蔵
一
八　

五
頁
中

（
２
）
同
巻
第
三　

一
七
頁
下
～
一
八
頁
上

（
３
）
同
巻
六　

四
四
頁
上
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密
教
Ⅱ　

金
剛
頂
経
（
１
）〈
津
田
真
一
訳
〉

「
大
毘
盧
遮
那
如
来
は
、
自
性
清
浄
な
る
一
切
法
を
内
包
し
て
い
る
一
切
如
来
の
身
体
が
清
浄
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
完
全
・

無
等
・
無
上
な
る
一
切
業
者
と
し
て
働
き
得
る
の
で
あ
る
（
１
）」

こ
の
こ
と
は
、
法
曼
荼
羅
の
十
六
尊
の
一
と
し
て
一
切
如
来
の
大
清
浄
法
を
掲
げ
、
更
に
確
認
さ
れ
て
い
る
（
２
）。

又
、
一
切
如
来
た
ち
と
自
分
達
が
あ
ら
ゆ
る
点
で
完
全
に
平
等
で
あ
る
こ
と
を
認
識
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
性
清
浄
な
る
智

慧
の
源
・
正
等
覚
者
た
り
得
る
の
で
あ
る
、
と
い
う
（
３
）。

更
に
、「
金
剛
薩
埵
の
三
昧
は
自
性
清
浄
法
平
等
性
智
に
よ
く
通
達
し
た
も
の
で
あ
る
（
４
）」
と
は
、
平
等
性
の
覚
知
が
清
浄
の
一

条
件
で
あ
る
こ
と
を
伺
わ
せ
る
。

衆
生
の
心
臓
上
に
月
輪
と
し
て
表
象
さ
れ
る
心
は
、
た
と
え
現
に
煩
悩
に
よ
っ
て
染
汚
せ
ら
れ
て
い
る
に
し
て
も
、
そ
れ
が
本

来
清
浄
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
認
識
を
増
大
せ
し
め
ん
が
為
発
菩
提
心
の
真
言
を
誦
え
る
の
で
あ
る
（
５
）。

金
剛
薩
埵
の
三
昧
（
覚
り
の
境
地
）
が
衆
生
を
度
す
る
手
段
と
し
て
の
諸
法
の
清
浄
の
獲
得
で
あ
る
、と
は
、清
浄
に
注
し
て
「
本

来
の
存
在
意
味
」
と
し
て
あ
り
（
６
）、

清
浄
が
諸
法
の
根
源
的
境
地
・
価
値
に
通
じ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
、
と
思
う
。

「
世
尊
が
無
余
一
切
の
衆
生
界
に
入
り
、
一
切
の
安
楽
と
満
足
を
領
受
せ
し
め
る
三
昧
に
入
る
、
と
は
、
一
切
諸
仏
が
一
切
諸

法
を
清
浄
な
ら
し
む
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
（
７
）」
と
は
、
清
浄
が
衆
生
救
度
の
究
極
の
手
段
た
る
価
値
で
あ
る
こ
と
を
表
し
て
い

る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

「
愛
欲
を
離
れ
た
も
の
た
ち
を
更
に
清
浄
な
ら
し
め
ん
が
為
、
そ
れ
ら
を
貪
愛
を
以
て
調
伏
す
（
８
）」

と
は
、
こ
こ
で
い
う
貪
愛
が
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通
常
し
り
ぞ
け
ら
る
べ
き
害
毒
と
し
て
の
愛
欲
を
昇
華
せ
し
め
る
が
如
き
働
き
を
表
わ
す
も
の
で
、
後
に
大
欲
と
も
称
さ
れ
る
よ

う
に
な
る
衆
生
教
化
の
力
を
含
ん
だ
肯
定
さ
る
べ
き
欲
望
を
指
す
の
で
は
な
い
か
、
と
推
測
さ
れ
る
。

同
様
に
、「
世
尊
は
無
余
一
切
の
衆
生
の
魂
を
完
全
に
清
浄
な
ら
し
め
る
た
め
、
そ
の
貪
欲
の
自
性
が
穢
れ
な
く
清
浄
で
あ
る
（
９
）

と
い
う
、
貪
欲
の
真
実
義
を
覚
ら
し
む
る
三
昧
に
入
ら
れ
る

A
C
B

」
と
は
、
通
常
し
り
ぞ
け
ら
れ
る
べ
き
衆
生
の
貪
欲
の
実
義
を
見
き

わ
め
て
、
覚
醒
成
道
へ
向
う
一
原
動
力
と
し
て
の
貪
欲
の
生
か
し
方
・
価
値
転
換
を
覚
知
す
べ
き
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。

・
大
日
如
来
の
活
動
、
そ
れ
は
す
べ
て
の
衆
生
を
覚
醒
せ
し
め
ん
、
即
ち
あ
る
べ
き
姿
に
お
い
て
安
寧
せ
し
め
ん
と
の
願
い
と

も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
可
能
に
す
る
前
提
条
件
た
る
べ
き
も
の
が
、
自
性
清
浄
と
い
う
既
定
の
事
実
で
あ
る
。

・
そ
れ
は
平
等
で
あ
り
本
源
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、
貪
欲
と
も
い
う
べ
き
強
い
意
志
・
行
動
に
よ
っ
て
獲
得
す
べ
き

平
静
・
安
寧
の
境
地
で
あ
る
。

・
自
ら
の
本
質
た
る
心
身
清
浄
を
見
極
め
自
覚
す
る
こ
と
か
ら
覚
醒
へ
の
歩
み
は
進
め
ら
れ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

註（
１
）
梵
文
和
訳
・
金
剛
頂
経
（
Ａ
Ｄ
七
ｃ
末
～
八
ｃ
末=

「
密
教
経
典
成
立
史
論
」
松
長
有
慶　

一
九
五
頁
）
津
田
真
一　

六
～
七
頁

（
２
）
同　

七
頁

（
３
）
同　

一
六
頁

（
４
）
同　

三
八
頁

（
５
）
同　

一
二
頁

（
６
）
同　

三
九
、一
四
一
頁
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（
７
）
同　

四
四
、一
〇
二
頁

（
８
）
同　

二
六
頁

（
９
）
同　

五
九
頁

A
C
B

同　

四
〇
頁

密
教
Ⅲ　

金
剛
頂
経
（
２
）

・「
一
切
如
来
の
身
、
自
性
清
浄
な
る
故
に
、
自
性
清
浄
な
る
一
切
法
、
一
切
虚
空
に
遍
じ
、
能
く
一
切
色
智
を
現
じ
て
、
尽
く

余
す
と
こ
ろ
無
く
有
情
界
を
調
伏
し
て
最
勝
を
行
ず
（
１
）」

・「
一
切
如
来
は
大
清
浄
法
で
あ
る
。
一
切
如
来
は
般
若
智
で
あ
る
（
２
）」

・「
奇
な
る
哉
、
自
性
は
清
浄
に
し
て
、
欲
に
染
ま
る
の
自
然
に
随
う
。
欲
を
離
る
れ
ば
清
浄
な
る
故
に
、
染
す
る
を
以
て
調
伏

せ
ん
、
と
は
。
…
…
時
に
世
尊
、
一
切
如
来
随
染
加
持
に
入
り
、
金
剛
三
昧
地
と
名
づ
く
（
３
）」

・「
奇
な
る
哉
、
我
が
勝
義
は
本
よ
り
清
浄
自
然
に
し
て
、
諸
法
は
筏
の
喩
の
如
く
清
浄
に
し
て
得
べ
し
（
４
）」

・「
奇
な
る
哉
、
一
切
仏
の
法
金
剛
な
る
我
浄
は
、
自
性
清
浄
に
よ
り
貪
染
を
無
垢
な
ら
し
め
ん
、
と
は
（
５
）」

・
一
切
如
来
は
自
性
清
浄
な
る
を
以
て
、
一
切
法
・
一
切
虚
空
に
遍
じ
、
有
情
の
調
伏
教
化
を
為
し
得
る
の
で
あ
る
。

・
一
切
如
来
は
大
清
浄
法
そ
の
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
こ
そ
が
般
若
智
と
呼
ば
れ
る
も
の
に
外
な
ら
な
い
。

・
本
来
自
性
清
浄
な
る
本
性
が
貪
欲
に
染
汚
さ
れ
て
営
為
し
て
い
る
の
が
衆
生
の
実
態
で
あ
る
。
こ
れ
を
覚
醒
・
抜
済
せ
し
む

る
に
、
一
方
便
と
し
て
欲
染
の
境
に
入
る
、
と
い
う
手
段
も
あ
り
得
る
。
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・
如
来
の
勝
義
の
衆
生
抜
済
に
お
け
る
働
き
は
、
清
浄
自
然
な
る
に
よ
っ
て
で
あ
り
、
そ
れ
は
丁
度
、
渡
河
に
際
し
て
の
筏
の

如
く
、
そ
の
目
的
を
達
し
さ
え
す
れ
ば
、
そ
の
有
無
す
ら
問
題
と
さ
れ
な
い
態
の
も
の
で
あ
る
。

註（
１
）
金
剛
頂
一
切
如
来
真
実
摂
大
乗
現
証
大
教
王
経
（
不
空
訳
Ａ
Ｄ
七
四
六
～
七
七
四
）
巻
上
、
正
蔵
一
八　

二
〇
七
頁
中

（
２
）
同

（
３
）
同　

二
〇
九
頁
中

（
４
）
同　

二
一
一
頁
上

（
５
）
同
・
巻
中　

二
一
四
頁
上

密
教
Ⅳ　

空
海
を
め
ぐ
っ
て

真
言
宗
で
は
、
自
性
清
浄
心
を
本
尊
と
た
て
る
言
説
も
見
受
け
ら
れ
る
。
即
ち
、

「
我
が
本
来
自
性
清
浄
の
心
は
世
間
出
世
間
に
於
て
最
勝
最
尊
な
り
。
故
に
本
尊
と
曰
う
。
又
已
成
の
仏
の
本
来
自
性
清
浄

の
理
も
、
世
間
出
世
間
に
於
て
最
勝
最
尊
な
り
。
故
に
本
尊
と
曰
う
。
仏
と
我
と
無
二
無
別
な
り
。
乃
至
一
切
衆
生
各
別
の

身
中
の
本
来
自
性
清
浄
の
理
も
、
世
間
に
於
て
最
勝
最
尊
な
り
。
我
と
仏
と
及
び
一
切
衆
生
と
無
二
無
別
な
り
。
是
れ
三
平

等
の
心
な
り
（
１
）」

と
あ
る
。
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「
三
昧
耶
戒
序
」
に
お
い
て
（
２
）、
真
言
乗
に
入
門
志
望
す
る
者
は
先
ず
信
心
・
大
悲
心
・
勝
義
心
・
大
菩
提
心
の
四
心
を
発
す
べ

き
で
あ
る
と
し
、
釈
摩
訶
衍
論
の
信
の
十
義
を
挙
げ
（
３
）、

そ
の
第
一
た
る
澄
浄
に
つ
き
、
よ
く
心
性
清
浄
明
白
な
ら
し
む
る
、
と
し

て
い
る
。

こ
れ
は
「
二
教
論
（
４
）」
に
お
い
て
、
大
智
度
論
（
５
）を
引
い
て
「
衆
生
の
心
清
浄
な
る
と
き
は
す
な
わ
ち
仏
を
見
、
も
し
心
不
浄
な
る

と
き
は
す
な
わ
ち
仏
を
見
ず
」
と
し
て
い
る
の
に
通
じ
る
も
の
で
あ
り
、
心
性
清
浄
な
る
こ
と
が
求
菩
提
の
そ
も
そ
も
の
出
発
要

件
で
あ
る
、
と
解
さ
れ
る
。
し
か
も
こ
の
清
浄
は
、「
修
行
を
待
た
ず
、
勤
念
を
か
ら
ず
本
具
の
も
の
、
自
得
の
も
の
（
６
）」
で
あ
っ
て

自
ら
既
に
身
に
つ
け
得
て
い
る
も
の
で
あ
る
（
７
）、

と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
そ
の
ま
ま
実
相
般
若
経
に
も
い
う
一
切
諸
法
自
性
清
浄
の
謂
で
あ
り
、「
我
三
業
本
来
清
浄
（
８
）」

と
も
な
り
、「
諸
法
本
不
生
」

の
境
界
に
も
通
じ
て
い
る
（
９
）。

つ
ま
り
、
清
浄
と
は
、
菩
提
心
を
発
せ
ん
と
す
る
我
々
が
、
そ
の
出
発
点
に
置
か
れ
て
い
る
本
来
無
限
定
無
条
件
な
る
心
身
の

状
態
を
さ
し
て
い
る
も
の
と
解
さ
れ
得
る
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、「
菩
提
心
即
ち
清
浄
法
身
な
り
と
観
ず
る
時
、
そ
れ
は
生
滅
無
く
、
言
説
・
名
字
・
心
縁
を
も
離
れ
た
も
の
で
あ
り
、

妄
心
流
転
を
脱
し
て
開
発
照
悟
す
る
に
及
ん
で
初
め
て
到
達
で
き
る
境
地
で
あ
る

A
C
B

」
と
い
っ
て
、
一
層
明
確
に
理
解
さ
れ
る
。

・
即
事
而
真
の
立
場
か
ら
即
身
成
仏
を
説
く
に
至
っ
た
空
海
に
は
、
究
極
の
清
浄
即
仏
性
を
凡
常
の
そ
こ
こ
こ
に
認
め
る
が
如

き
言
説
が
あ
る
の
は
、
当
然
と
言
え
ば
当
然
と
言
え
よ
う
か
。

即
ち
、「
い
わ
ゆ
る
菩
提
心
と
は
、
す
な
わ
ち
こ
れ
諸
仏
の
清
浄
法
身
な
り
。
ま
た
こ
れ
衆
生
の
染
浄
の
心
な
り

A
D
B

」

「
衆
生
界
を
離
れ
て
法
身
あ
る
に
あ
ら
ず
、
法
身
を
離
れ
て
衆
生
界
あ
る
に
あ
ら
ず
、
衆
生
界
す
な
わ
ち
こ
れ
法
身
な
り
。

法
身
す
な
わ
ち
こ
れ
衆
生
界
な
り

A
E
B

」

「
衆
生
界
の
清
浄
な
る
は
ま
さ
に
知
る
べ
し
す
な
わ
ち
法
身
な
り
。
法
身
す
な
わ
ち
涅
槃
な
り
。
涅
槃
す
な
わ
ち
如
来
な
り

A
F
B

」
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等
で
あ
り
、
そ
れ
に
気
づ
く
こ
と
が
覚
醒
と
も
成
覚
と
も
い
う
べ
き
状
態
で
あ
り
、
そ
れ
を
可
能
に
す
る
の
は
、「
無
分
別

智
の
み
よ
く
証
す

A
G
B

」
と
い
う
。

・
発
（
菩
提
）
心
の
根
底
は
心
性
澄
浄
で
あ
る
。

・
澄
浄
と
は
無
生
滅
無
限
定
で
あ
っ
て
、
そ
の
覚
知
こ
そ
が
清
浄
の
獲
得
に
外
な
ら
な
い
。

註（１
）
秘
蔵
記
（
Ａ
Ｄ
九
〇
〇
頃
）
本
尊
義
、
弘
法
大
師
全
集=

以
下
弘
全
と
略
す=

五　

一
四
四
頁

（
２
）（
Ａ
Ｄ
八
二
二
頃
）
弘
全
五　

四
頁

（
３
）（
Ａ
Ｄ
八
ｃ
前
半
）
巻
一
、
正
蔵
三
二　

五
九
七
頁
上

（
４
）
弁
顕
密
二
経
論
・
巻
下
（
Ａ
Ｄ
八
一
五
以
前
）
弘
全
三　

一
〇
八
頁

（
５
）
巻
九
、
正
蔵
二
五　

一
二
六
頁
中

（
６
）
平
城
天
皇
潅
頂
文
（
Ａ
Ｄ
八
二
二
頃
）
弘
全
五　

一
八
頁

（
７
）
参
秘
蔵
記
、
弘
全
五　

一
二
二
～
一
二
三
頁

（
８
）
同　

一
三
七
頁

（
９
）
法
華
経
開
題
―
開
禾
茲
大
乗
経
、
弘
全
四　

一
五
九
頁
、
同
―
重
円
性
海
、
弘
全
四　

一
七
二
～
一
七
四
頁

（
10
）
参
秘
密
三
昧
耶
仏
戒
儀
（
Ａ
Ｄ
八
二
二
頃
）
弘
全
五　

一
六
五
～
一
六
六
頁

（
11
）
同　

一
六
五
頁

（
12
）
同　

一
六
六
頁=

仏
説
不
増
不
減
経
（
唐
・
菩
提
流
支
訳
、
Ａ
Ｄ
六
九
九
）
正
蔵
一
六　

四
六
七
頁
中

（
13
）
同　

一
六
六
頁

（
14
）
弁
顕
密
二
経
論
下
、
弘
全
三　

九
五
頁
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お
わ
り
に

原
始
仏
教
に
お
い
て
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
「
清
浄
」
と
は
、
日
々
の
生
活
に
お
い
て
、
恣
な
欲
望
に
振
り
回
さ
れ
る
よ
う
な
こ

と
の
無
い
様
自
己
を
規
制
し
た
状
態
に
保
つ
こ
と
、
そ
の
よ
う
に
し
て
生
活
の
破
綻
を
き
た
さ
な
い
よ
う
に
す
る
生
き
る
智
恵
、

と
も
い
う
べ
き
も
の
、
と
な
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
生
活
の
革
新
を
目
指
し
て
修
行
に
励
む
者
を
清
浄
者
と
呼
ん
で
い
る
。

や
が
て
物
品
の
授
受
や
奉
仕
の
場
面
に
お
け
る
心
遣
い
に
及
び
、
正
し
く
整
え
ら
れ
た
生
活
か
ら
必
然
的
に
生
ず
る
他
者
へ
の

思
い
や
り
を
中
心
と
し
た
自
ら
の
心
の
安
定
を
保
っ
て
い
る
状
態
を
清
浄
と
呼
ぶ
、
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
も
、
心
の
安
定
を
保
つ
と
い
う
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
外
か
ら
の
刺
戟
と
も
い
う
べ
き
欲
望
の
誘
惑
を
断
ず
る
上
に
お
い
て

も
、
そ
れ
に
こ
だ
わ
る
態
度
を
克
服
す
る
境
地
に
至
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
、
と
す
る
。
こ
こ
に
は
、
後
に
空
観
と
し
て
般
若
思
想

で
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
考
え
方
の
萌
芽
を
認
め
る
こ
と
も
で
き
る
。

心
身
の
清
浄
は
原
始
仏
教
以
来
理
想
の
要
件
と
し
て
言
及
さ
れ
て
い
る
が
、
大
乗
経
典
の
護
持
伝
播
に
お
い
て
も
、
そ
の
根
本

要
件
と
し
て
求
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

仏
教
修
行
者
が
理
想
と
し
て
目
指
す
覚
醒
の
極
地
た
る
涅
槃
・
成
道
は
大
楽
と
も
称
し
得
る
境
地
で
あ
る
が
、
そ
の
出
発
点
は

純
浄
・
大
浄
と
も
言
わ
れ
る
所
か
ら
発
し
て
お
り
、
煎
じ
詰
め
れ
ば
、
本
性
清
浄
か
ら
発
す
る
の
で
あ
る
、
と
も
言
い
得
る
。

つ
ま
り
、
自
性
清
浄
で
あ
る
か
ら
極
清
浄
た
る
涅
槃
は
可
能
な
の
で
あ
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
、

生
得
の
資
質
と
し
て
仏
性
は
備
っ
て
い
る
の
で
あ
る
、
と
い
う
如
来
蔵
思
想
に
他
な
ら
な
い
。

抜
苦
与
楽
の
慈
悲
行
を
指
標
に
掲
げ
る
所
謂
大
乗
仏
教
の
立
場
は
、
他
者
へ
の
働
き
か
け
を
眼
目
と
し
て
い
る
、
と
言
っ
て
よ
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い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
場
合
、
自
身
の
心
情
の
発
露
に
従
っ
て
直
接
直
ち
に
そ
の
行
動
を
為
す
の
と
、
何
か
他
の
仕
組
み
や
力
を
か

り
て
為
す
の
を
区
別
し
、
直
接
的
慈
悲
行
を
以
て
清
浄
と
称
し
て
い
る
こ
と
に
も
注
目
し
て
お
き
た
い
。

「
諸
著
を
離
れ
本
際
を
捨
つ
る
こ
と
に
よ
り
、
能
く
所
作
あ
り
般
若
波
羅
蜜
に
帰
す
る
と
な
す
（
１
）」

「
般
若
波
羅
蜜
の
無
和
合
・
無
所
得
・
無
所
証
・
無
所
了
知
に
し
て
、
一
切
智
に
お
い
て
も
無
起
無
作
な
る
は
、
本
（
自
）
性
清

浄
な
る
が
故
に
可
な
の
で
あ
る
（
２
）」
と
は
、
我
も
そ
れ
に
対
峙
す
る
色
も
双
共
に
無
辺
に
し
て
所
住
無
き
が
如
く
、
畢
竟
空
と
も
言

う
べ
き
状
態
に
あ
り
、
こ
れ
も
皆
性
清
浄
な
る
に
よ
っ
て
可
な
の
で
あ
る
、
と
い
う
。

「
一
切
法
は
自
性
空
で
あ
る
か
ら
遠
離
し
て
お
り
、遠
離
し
て
い
る
か
ら
寂
静
で
あ
っ
て
、寂
静
で
あ
る
か
ら
自
性
清
浄
で
あ
り
、

清
浄
で
あ
る
か
ら
般
若
波
羅
蜜
多
は
最
勝
清
浄
で
あ
り
、
こ
れ
こ
そ
菩
薩
と
称
し
て
も
よ
い
も
の
で
あ
る
（
３
）」

と
い
う
。

菩
薩
と
は
人
間
の
理
想
的
な
生
き
方
を
表
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
が
空
無
と
も
い
う
べ
き
絶
対
の
境
地
で
あ
る
清
浄
に

発
し
清
浄
に
帰
し
て
い
る
、
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

「
一
切
平
等
に
皆
共
成
道
を
可
能
な
ら
し
め
る
の
は
、
大
菩
提
が
自
性
清
浄
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
（
４
）」

「
般
若
波
羅
蜜
は
究
竟
の
方
便
智
で
あ
っ
て
、
普
く
諸
有
を
浄
め
、
世
法
に
染
せ
ら
れ
ず
、
大
欲
も
て
人
を
清
浄
な
ら
し
め
、

大
施
も
て
人
を
安
楽
な
ら
し
む
（
５
）」

と
。

一
切
衆
生
の
等
し
く
成
道
が
可
能
な
の
は
、大
菩
提
自
体
が
清
浄
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、清
浄
は
平
等
で
あ
り
融
通
性
・

柔
軟
性
に
富
ん
だ
も
の
、
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
最
勝
の
清
浄
で
あ
る
般
若
波
羅
蜜
を
介
し
て
人
は
安
楽
を
獲
得
す
る
の
で
あ
る
。

「
一
切
世
間
の
貪
・
瞋
・
痴
・
垢
・
罪
・
法
・
衆
生
・
智
は
皆
清
浄
で
あ
る
か
ら
般
若
波
羅
蜜
多
は
清
浄
な
の
で
あ
る
（
６
）」

つ
ま
り
、
世
の
中
に
は
棄
捨
・
廃
棄
す
べ
き
も
の
は
一
つ
も
無
い
の
で
あ
っ
て
、
通
常
の
善
悪
・
正
邪
・
好
悪
等
の
対
立
す
べ

き
価
値
観
は
共
に
同
じ
く
覚
醒
へ
の
契
機
と
し
て
、
平
等
に
そ
の
存
在
意
義
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

「
一
切
法
は
無
性
・
無
相
・
無
作
・
無
願
で
あ
る
故
に
本
来
清
浄
で
あ
る
（
７
）」
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般
若
波
羅
蜜
の
清
浄
は
、
一
切
法
の
無
規
定
性
と
で
も
言
う
べ
き
在
り
様
に
根
拠
を
置
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

大
日
経
に
お
い
て
、
本
尊
身
の
清
浄
と
非
清
浄
を
い
い
、「
清
浄
と
は
一
切
の
相
を
離
れ
無
想
に
住
す
る
も
の
」
と
し
て
い
る
（
８
）。

中
立
・
無
規
定
・
虚
空
の
如
き
も
の
、
と
い
う
べ
き
か
。

金
剛
頂
経
に
お
い
て
、「
大
日
如
来
は
自
性
清
浄
な
る
一
切
法
を
内
包
し
て
い
る
一
切
如
来
の
身
体
が
清
浄
で
あ
る
こ
と
に
よ

り
、
完
全
・
無
等
・
無
上
な
る
一
切
業
者
と
し
て
働
き
得
る
（
９
）」
と
し
て
い
る
。

こ
の
境
地
は
、「
自
性
清
浄
法
平
等
性
智
に
よ
く
通
達
し
た
も
の

A
C
B

」
と
も
言
わ
れ
る
。

「
衆
生
の
心
が
現
に
煩
悩
に
染
汚
さ
れ
て
い
て
も
、
そ
れ
は
実
に
本
来
清
浄
な
の
で
あ
る
。
こ
の
認
識
を
常
に
確
認
せ
ん
が
為

発
菩
提
心
の
真
言
を
唱
え
る
の
で
あ
る

A
D
B

」

「
諸
法
の
清
浄
の
獲
得
が
衆
生
を
度
す
る
手
段
と
も
な
る

A
E
B

」

衆
生
救
済
に
働
く
仏
身
は
清
浄
で
あ
る
。
そ
れ
は
一
切
諸
法
自
性
清
浄
を
覚
知
・
内
包
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
衆
生
の
身
心

も
同
じ
く
自
性
清
浄
を
根
幹
と
し
て
い
る
か
ら
、そ
こ
に
如
来
の
働
き
か
け
が
功
を
奏
し
て
、衆
生
の
覚
醒
・
救
度
が
可
能
と
な
る
、

の
で
あ
る
。

発
菩
提
心
・
即
ち
出
発
点
と
も
い
う
べ
き
は
、
心
の
澄
浄
に
求
め
ら
れ
る
、
が
、
実
は
こ
れ
は
生
得
既
得
の
本
来
的
な
も
の
で

あ
る
、
と
い
う
こ
と
の
認
識
覚
知
こ
そ
が
肝
腎
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
我
々
は
本
来
既
に
浄
菩
提
心
な
る
仏
と
同
等
の
資
質
・
条
件

を
与
え
ら
れ
て
い
る
の
だ
と
い
う
覚
醒
こ
そ
が
重
要
な
の
で
あ
る
。

註（
１
）
道
行
般
若
経
・
巻
三
、
正
蔵
八　

四
四
二
頁
下

（
２
）
仏
母
出
生
三
法
蔵
般
若
波
羅
蜜
多
経
・
巻
八
、
清
浄
品
第
八
之
一
、
同　

六
一
六
頁
中
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（
３
）
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
・
第
五
七
八
巻
、
同
七　

九
八
七
頁
中

（
４
）
同　

九
八
七
頁
中
～
下

（
５
）
実
相
般
若
波
羅
蜜
経
、
同
八　

七
七
八
頁
上

（
６
）
同　

七
七
六
頁
下

（
７
）
遍
照
般
若
波
羅
蜜
経
、
正
蔵
八　

七
八
二
頁
下

（
８
）
大
毘
盧
遮
那
成
仏
神
変
加
持
経
・
巻
六
、
観
本
尊
三
昧
品
第
二
八
、
同
一
八　

四
四
頁
上

（
９
）
津
田
前
掲
書　

六
～
七
頁

（
10
）
同　

三
八
頁

（
11
）
同　

一
二
頁

（
12
）
同　

三
九
頁

ま
と
め

「
清
浄
」
と
い
う
語
は
、
ご
く
あ
り
ふ
れ
た
形
容
詞
で
あ
り
、
見
た
目
や
触
れ
た
感
じ
の
心
地
好
さ
を
表
し
て
い
る
肯
定
す
べ

き
価
値
を
示
す
言
葉
、
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

一
つ
の
目
標
を
目
指
し
て
一
筋
の
道
を
歩
み
行
く
、
修
道
と
で
も
い
う
べ
き
仏
教
の
教
理
を
説
き
示
す
仏
教
経
典
の
そ
こ
こ

こ
に
散
見
せ
ら
れ
る
の
も
当
然
、と
言
っ
て
も
よ
い
か
も
知
れ
ぬ
。
珍
し
く
な
い
か
ら
と
も
す
れ
ば
見
過
ご
さ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、

般
若
理
趣
経
を
め
ぐ
る
一
連
の
経
典
群
に
お
い
て
は
、「
清
浄
」
が
か
な
り
の
比
重
を
以
て
と
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
も
事
実
で

あ
る
。
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大
ま
か
に
言
え
ば
、
そ
こ
で
は
、
人
が
生
き
て
ゆ
く
上
で
ど
う
し
て
も
対
処
し
な
く
て
な
ら
ぬ
事
物
に
対
す
る
感
受
性
を
中
心

に
、
基
本
的
に
は
、
す
べ
て
を
肯
定
的
に
受
け
容
れ
誤
ち
の
無
い
行
動
・
生
活
を
達
成
し
て
ゆ
こ
う
と
す
る
傾
向
を
読
み
と
れ
る

よ
う
に
思
う
。

仏
教
の
始
原
に
遡
れ
ば
、
修
行
の
成
果
と
し
て
、
恣
な
願
望
を
制
御
し
、
定
め
ら
れ
た
戒
律
を
遵
守
し
て
安
定
し
た
生
活
・
正

し
い
社
会
人
と
し
て
の
生
き
方
を
達
成
し
た
、
心
身
の
整
え
ら
れ
た
完
成
型
を
指
し
示
す
評
価
と
で
も
言
う
べ
き
言
葉
で
あ
っ
た

よ
う
だ
。

生
き
よ
う
と
す
る
動
物
的
本
能
・
生
命
力
は
旺
盛
な
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
し
か
し
、
そ
の
強
さ
や
勢
い
は
、
適
当
に
制
御
さ

れ
な
く
て
は
却
っ
て
自
ら
を
破
滅
に
導
く
き
っ
か
け
と
も
な
り
か
ね
な
い
危
険
性
を
も
は
ら
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
意
志
の
力
、
湧
き
上
が
り
く
る
欲
望
を
適
正
に
制
御
し
正
し
く
方
向
づ
け
る
心
の
持
ち
様
・
働
か
せ
方
が
重
要
な
課

題
と
な
る
。
正
確
に
抑
制
・
選
別
整
理
・
捨
棄
と
い
う
作
業
を
こ
な
し
て
ゆ
く
心
の
修
養
が
求
め
ら
れ
る
所
以
で
あ
る
。

こ
う
し
た
方
向
性
を
突
き
つ
め
た
涯
に
到
達
し
た
安
定
し
た
価
値
・
拠
る
べ
き
基
準
と
な
り
得
た
の
が
、
あ
ら
ゆ
る
限
定
・

規
定
を
拒
絶
す
る
が
如
き
、
自
性
清
浄
即
般
若
波
羅
蜜
多
即
空
即
浄
菩
提
心
即
如
来
蔵
即
涅
槃
と
い
っ
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
（
１
）。註（

１
）
参
「
ま
た
阿
卑
囉
吽
剣
の
五
字
の
所
成
な
り
。
一
一
を
取
る
に
任
せ
て
、
自
性
清
浄
心
と
も
、
真
如
と
も
、
仏
性
と
も
、
如
来
蔵
と
も
、
法

性
と
も
観
ず
べ
し
」（
秘
蔵
記
、
弘
全
五　

一
三
六
頁
）
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漢
訳
諸
経
の
比
較
表

訳　
出

清
浄
句
数

掲
出
型

所
以
者
何

備　
考

対
告
衆
上
座
大
菩
薩

字
数
（
約
）

１

玄
奘

六
六
〇
・
一
～

六
六
三
・
一
〇

69

空
寂
（
に
よ
り
）

句
義

是
菩
薩
句
義

所
以
者
何

一
切
法
自
性
空
故
自
性
遠
離

遠
離
故
自
性
寂
静

寂
静
故
自
性
清
浄　

清
浄
故
甚
深
般
若
波
羅
蜜
多

最
勝
清
浄

（
総
網
羅
）

一
切
有
記
無
記
法

有
漏
無
漏
有
為
無
為
法

世
間
出
世
間
法

　
　
　
　
　
　
　

空
寂

8

8,200

２

菩
提
流
支

六
九
三

15

位是
菩
薩
位

何
以
故

一
切
法
自
性
清
浄

即
般
若
波
羅
蜜
清
浄

6
　

欠{

虚
空
庫

　
　
　

金
剛
拳

3,300

３

（
伝
）

金
剛
智

七
二
三
～

七
四
一

13

句
義

是
菩
薩
句
義

何
以
故

一
切
法
自
性
清
浄

即
般
若
波
羅
蜜
多
最
勝
清
浄

8

5,000

４

不
空

七
六
三
～
七
七

17

句是
菩
薩
位

何
以
故

一
切
法
自
性
清
浄

般
若
波
羅
蜜
多
清
浄

（
欠
）
語

・
欲
箭

・
一
切
自
在
主

（
愛
縛
）

（
慢
）

8

3,400

５

施
護

九
九
一

20

是
菩
薩

於
意
云
何

一
切
法
自
性
空
自
性
清
浄

般
若
波
羅
蜜
亦
自
性
空
自
性

清
浄

8

3,300
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６

法
賢

九
九
九

16

句是
即
菩
提
句

所
以
者
何

諸
法
自
性
清
浄

故
般
若
波
羅
蜜
多
亦
清
浄

8欠　

文
殊

妙
吉
祥

誐
誐
那
巘
惹

58,500
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